
パラジウム(0)錯体を用いたホスフィンカルコゲニドのカルコゲン原

子交換反応 
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＜序＞ ホスフィンオキシドを容易に脱酸素化できれ

フィンの再生という観点から極めて有用である。しか

ンスルフィドが有するリン原子とカルコゲン原子と

く、・・・・・・・・ 
 
 
＜実験＞ ホスフィンオキシドの酸素原子と硫黄原

DMF中で酸化することによりホスフィンオキシド（
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横 30 mm×縦 20 mm
以上の空白 

m

横線の下
住所、連

＜予稿原稿形式＞ 

Exchange reaction of chalcogen atoms in phosph
complexes 
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ト
所属・氏名以下：明朝系、10.5 ポイン

ば、触媒反応等に広く用いられているホス

しながら、ホスフィンオキシドやホスフィ

の二重結合の解裂は温和な条件では難し

子との置換反応として、[Pd(0)(PPh3)4]を
O=PPh3）を生成し、・・・・・・・・ 
用紙：A４一枚、余白：上下左右全て 25 m
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ine chalcogenides by using palladium(0) 
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